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(百万円未満切捨て)

１．2026年３月期第２四半期（中間期）の連結業績（2025年４月１日～2025年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年中間期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期中間期 93,074 △2.3 8,585 60.9 9,566 45.5 6,624 15.6

2025年３月期中間期 95,291 15.7 5,337 △18.8 6,575 △7.5 5,727 23.4
(注) 包括利益 2026年３月期中間期 8,687百万円( 12.5％) 2025年３月期中間期 7,719百万円(△22.4％)

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期中間期 84.19 －

2025年３月期中間期 68.86 －

※当社は、2025年10月１日を効力発生日として、普通株式１株を５株とする株式分割を実施したため、前連結会計年
度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり中間純利益を算定しております。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年３月期中間期 255,808 157,481 57.7

2025年３月期 240,179 151,971 58.9
(参考) 自己資本 2026年３月期中間期 147,697百万円 2025年３月期 141,488百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 － 90.00 － 134.00 224.00

2026年３月期 － 117.00

2026年３月期(予想) － 25.00 －
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

※当社は、2025年10月１日を効力発生日として、普通株式１株を５株とする株式分割を実施したため、2026年３月期
（予想）の１株当たり期末配当金につきましては、当該株式分割後の金額を記載し、年間配当金合計は「－」を記
載しております。

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 196,000 △0.4 13,900 35.5 14,200 24.2 9,500 5.3 120.74
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更 ： 有

新規 ３社（社名）白水越地熱株式会社、カミノ－ニッテツマイニング・チリ株式会社、

クプラムリソース・チリ株式会社

除外 －社（社名）

（注）白水越地熱株式会社は連結子会社、カミノ－ニッテツマイニング・チリ株式会社及びクプラムリソース・チ

リ株式会社は持分法適用会社であります。また、クプラムリソース・チリ株式会社はカミノ－ニッテツマイ

ニング・チリ株式会社の100％子会社であります。

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 有

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2026年３月期中間期 83,523,190株 2025年３月期 83,523,190株

② 期末自己株式数 2026年３月期中間期 4,840,990株 2025年３月期 4,846,535株

③ 期中平均株式数（中間期） 2026年３月期中間期 78,678,401株 2025年３月期中間期 83,178,884株

※ 当社は、2025年10月１日を効力発生日として、普通株式１株を５株とする株式分割を実施したため、前連結会
計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、期末発行済株式数、期末自己株式数及び期中平均株式数を
算定しております。

※ 当社は、役員等向け株式交付信託を導入しており、期末自己株式数には、当該信託が保有する当社株式（2026
年３月期中間期83,500株、2025年３月期89,500株）が含まれております。また、当該信託が保有する当社株式
を、期中平均株式数（中間期）の計算において控除する自己株式に含めております（2026年３月期中間期
87,500株、2025年３月期中間期89,500株）。

※ 第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述につきましては、当社が現在入手している情報及び合
理的であると判断する一定の前提に基づいたものであり、その達成を当社として約束する趣旨のものではありませ
ん。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績
予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料P.３「１.当中間決算に関する定性的情報（３）連結
業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

（決算補足説明資料の入手方法）
決算補足説明資料は、決算発表と同時にTDnet及び当社ホームページで開示しております。
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１．当中間決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当中間連結会計期間におけるわが国の経済は、食料品をはじめとする物価の上昇や、米国の関税政策の影響が一

部輸出関連産業にみられましたものの、賃金水準の上昇等を背景とした雇用・所得環境の改善、堅調な民間設備投

資等により下支えられ、景気は緩やかな回復基調をたどりました。

このような経済情勢のもと、当社グループにおきましては、金属部門における減収により、売上高は930億７千

４百万円（前年同期比2.3％減）と前年同期に比べ減少いたしました。

損益につきましては、資源事業及び不動産事業における増益等により、営業利益は85億８千５百万円（前年同期

比60.9％増）と前年同期に比べ大幅に増加いたしました。

経常利益は95億６千６百万円（前年同期比45.5％増）と前年同期に比べ増加いたしました。

親会社株主に帰属する中間純利益は、前年同期に発生いたしました保険金の受領がなく、保有株式の売却益も減

少しましたものの、経常利益の増加により、66億２千４百万円（前年同期比15.6％増）と前年同期に比べ増加いた

しました。

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

[資源事業]

（鉱石部門）

主力生産品である石灰石の販売価格上昇により、売上高は328億４千２百万円と前年同期に比べ11億５千５百

万円（3.6％）増加し、営業利益は45億３千５百万円と前年同期に比べ７億３千６百万円（19.4％）増加いたし

ました。

（金属部門）

電気銅及び電気金の減販に加え、電気銅の国内販売価格が下落しましたことから、売上高は481億２千６百万

円と前年同期に比べ60億７千２百万円（11.2％）減少しましたものの、アタカマ鉱山の増益により、営業利益は

11億６千５百万円と前年同期に比べ６億９千３百万円（147.1％）増加いたしました。

[機械・環境事業]

環境部門の増収に加え、一部機械関連子会社における販売も順調に推移しましたことから、売上高は77億９千

５百万円と前年同期に比べ７億５千９百万円（10.8％）増加し、営業利益は10億５千万円と前年同期に比べ１億

２千８百万円（14.0％）増加いたしました。

[不動産事業]

販売用不動産の売却により、売上高は33億１千３百万円と前年同期に比べ18億７千８百万円（130.9％）増加

し、営業利益は25億４千５百万円と前年同期に比べ17億９百万円（204.4％）増加いたしました。

[再生可能エネルギー事業]

太陽光発電部門は軟調に推移しましたものの、地熱部門における増収により、売上高は９億９千７百万円と前

年同期に比べ６千２百万円（6.6％）増加し、営業利益は４億３千２百万円と前年同期に比べ４千７百万円

（12.4％）増加いたしました。
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（２）財政状態に関する説明

① 資産の部

当中間連結会計期間末における資産の部の合計は、前連結会計年度末に比べ156億２千８百万円（6.5％）増加

し、2,558億８百万円となりました。

流動資産につきましては、売掛金が減少しましたものの、現金及び預金並びに製品の増加等により、前連結会計

年度末に比べ２億１千万円（0.2％）増加し、1,021億８千１百万円となりました。

固定資産につきましては、建設仮勘定並びに関係会社株式の取得及び保有株式の時価上昇による投資有価証券の

増加等により、前連結会計年度末に比べ154億１千８百万円（11.2％）増加し、1,536億２千６百万円となりまし

た。

② 負債の部

当中間連結会計期間末における負債の部の合計は、前連結会計年度末に比べ101億１千８百万円（11.5％）増加

し、983億２千６百万円となりました。

流動負債につきましては、未払金及び未払消費税等の減少等により、前連結会計年度末に比べ68億５千５百万円

（12.3％）減少し、487億５千万円となりました。

固定負債につきましては、長期借入金の増加等により、前連結会計年度末に比べ169億７千４百万円（52.1％）

増加し、495億７千５百万円となりました。

③ 純資産の部

当中間連結会計期間末における純資産の部の合計は、利益剰余金及びその他有価証券評価差額金の増加等によ

り、前連結会計年度末に比べ55億９百万円（3.6％）増加し、1,574億８千１百万円となりました。

④ キャッシュ・フローの状況

当中間連結会計期間における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ31億３千６百万円（8.3％）増加

し、409億２千６百万円となりました。

［営業活動によるキャッシュ・フロー］

当中間連結会計期間においては、税金等調整前中間純利益102億３千８百万円、減価償却費35億５千６百万円

の計上に加えて、売上債権の回収等の収入要因により、71億１千万円の収入（前年同期に比べ56億７千６百万

円（396.0％）の収入増加）となりました。

［投資活動によるキャッシュ・フロー］

当中間連結会計期間においては、有形固定資産の取得及び関係会社株式の取得による支出等により、149億７

千６百万円の支出（前年同期に比べ79億３千２百万円（112.6％）の支出増加）となりました。

［財務活動によるキャッシュ・フロー］

当中間連結会計期間においては、長期借入れによる収入等により、120億８千２百万円の収入（前年同期に比

べ150億２千万円の収入増加）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2025年５月12日に公表の2026年３月期の連結業績予想を修正いたしました。詳細は、本日（2025年11月７日）公

表の「業績予想の修正、剰余金の配当（中間配当）及び期末配当予想の修正に関するお知らせ」をご参照くださ

い。
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２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 38,063 41,144

受取手形、売掛金及び契約資産 35,397 31,071

商品及び製品 9,214 10,978

仕掛品 7,793 5,927

原材料及び貯蔵品 3,597 3,578

その他 8,652 10,239

貸倒引当金 △749 △758

流動資産合計 101,970 102,181

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 32,384 31,826

一般用地 16,020 16,035

建設仮勘定 17,093 25,975

その他（純額） 18,787 17,950

有形固定資産合計 84,286 91,787

無形固定資産 3,882 3,503

投資その他の資産

投資有価証券 39,161 46,630

退職給付に係る資産 346 471

その他 10,675 11,368

貸倒引当金 △132 △130

投資損失引当金 △11 △4

投資その他の資産合計 50,039 58,335

固定資産合計 138,208 153,626

資産合計 240,179 255,808

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 16,289 15,900

短期借入金 12,615 12,054

未払法人税等 2,556 1,902

引当金 1,325 1,213

その他 22,819 17,679

流動負債合計 55,606 48,750

固定負債

長期借入金 9,771 25,448

引当金 121 197

退職給付に係る負債 1,330 1,284

資産除去債務 5,607 5,569

その他 15,770 17,076

固定負債合計 32,601 49,575

負債合計 88,207 98,326
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 4,176 4,176

資本剰余金 2,287 2,287

利益剰余金 115,864 120,378

自己株式 △4,951 △4,946

株主資本合計 117,376 121,894

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 19,243 22,006

繰延ヘッジ損益 △1,836 △674

為替換算調整勘定 4,697 2,545

退職給付に係る調整累計額 2,007 1,925

その他の包括利益累計額合計 24,111 25,803

非支配株主持分 10,483 9,783

純資産合計 151,971 157,481

負債純資産合計 240,179 255,808
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（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

中間連結損益計算書

(単位：百万円)
前中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

売上高 95,291 93,074

売上原価 77,893 72,321

売上総利益 17,398 20,753

販売費及び一般管理費 12,060 12,167

営業利益 5,337 8,585

営業外収益

受取利息 403 112

受取配当金 732 782

持分法による投資利益 569 577

為替差益 193 318

その他 180 112

営業外収益合計 2,080 1,904

営業外費用

支払利息 545 262

休廃山管理費 166 142

その他 129 518

営業外費用合計 841 924

経常利益 6,575 9,566

特別利益

固定資産売却益 186 22

投資有価証券売却益 1,100 337

受取保険金 1,124 -

開発負担金収入 - 535

その他 291 -

特別利益合計 2,703 895

特別損失

固定資産除売却損 116 55

減損損失 1 154

その他 2 13

特別損失合計 120 222

税金等調整前中間純利益 9,157 10,238

法人税、住民税及び事業税 2,169 2,666

法人税等調整額 691 228

法人税等合計 2,860 2,894

中間純利益 6,296 7,343

非支配株主に帰属する中間純利益 568 719

親会社株主に帰属する中間純利益 5,727 6,624
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中間連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

中間純利益 6,296 7,343

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △1,946 2,765

繰延ヘッジ損益 113 1,516

為替換算調整勘定 3,339 △2,866

退職給付に係る調整額 △83 △82

持分法適用会社に対する持分相当額 - 9

その他の包括利益合計 1,422 1,343

中間包括利益 7,719 8,687

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 6,312 8,315

非支配株主に係る中間包括利益 1,406 371
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（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益 9,157 10,238

減価償却費 3,866 3,556

減損損失 1 154

受取利息及び受取配当金 △1,136 △895

受取保険金 △1,124 -

開発負担金収入 - △535

支払利息 545 262

売上債権の増減額（△は増加） 1,213 4,311

棚卸資産の増減額（△は増加） △6,620 △62

未収入金の増減額（△は増加） △1,385 △1,966

仕入債務の増減額（△は減少） △810 △388

その他 △1,642 △6,151

小計 2,063 8,524

利息及び配当金の受取額 1,177 884

保険金の受取額 1,124 -

利息の支払額 △518 △224

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △2,413 △2,073

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,433 7,110

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △8,257 △13,336

投資有価証券の売却による収入 1,155 599

関係会社株式の取得による支出 - △1,295

その他 58 △943

投資活動によるキャッシュ・フロー △7,044 △14,976

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △200 △250

長期借入れによる収入 - 16,304

長期借入金の返済による支出 △335 △383

配当金の支払額 △1,413 △2,105

非支配株主からの払込みによる収入 - 19

非支配株主への配当金の支払額 △462 △1,091

その他 △527 △411

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,938 12,082

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,741 △1,079

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △6,806 3,136

現金及び現金同等物の期首残高 37,056 37,789

現金及び現金同等物の中間期末残高 30,249 40,926
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計上の見積りの変更）

連結子会社であるアタカマ・コーザン鉱山特約会社が保有する有形固定資産等は、採掘可能年数に基づいて減価

償却を行っておりますが、既採鉱区に隣接する所有鉱区の鉱量を測定した結果、可採鉱量が増加したことから、主

要な設備等の耐用年数を延長し、当中間連結会計期間より将来にわたり変更しております。

これにより、従来の方法に比べて、当中間連結会計期間の減価償却費等が586百万円減少し、営業利益、経常利益

及び税金等調整前中間純利益はそれぞれ同額増加しております。

（セグメント情報）

Ⅰ 前中間連結会計期間(自 2024年４月１日 至 2024年９月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
(単位：百万円)

鉱石 金属 機械・環境 不動産
再生可能
エネルギー

合計
調整額
（注１）

中間連結損益
計算書計上額
（注２）

売上高

外部顧客への売上高 31,686 54,199 7,035 1,435 934 95,291 － 95,291

セグメント間の内部
売上高又は振替高

649 － 401 4 － 1,055 △1,055 －

計 32,336 54,199 7,436 1,439 934 96,347 △1,055 95,291

セグメント利益 3,799 471 921 836 384 6,413 △1,076 5,337

(注)１ セグメント利益の調整額△1,076百万円には、内部取引の相殺消去額△33百万円、貸倒引当金の調整額△０百

万円、未実現損益の消去額△81百万円、報告セグメントに配分していない全社費用△961百万円が含まれており

ます。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費、試験研究費及び探鉱費であります。

２ セグメント利益は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当中間連結会計期間(自 2025年４月１日 至 2025年９月30日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
(単位：百万円)

鉱石 金属 機械・環境 不動産
再生可能
エネルギー

合計
調整額
（注１）

中間連結損益
計算書計上額
（注２）

売上高

外部顧客への売上高 32,842 48,126 7,795 3,313 997 93,074 － 93,074

セグメント間の内部
売上高又は振替高

651 － 388 4 － 1,044 △1,044 －

計 33,493 48,126 8,183 3,318 997 94,119 △1,044 93,074

セグメント利益 4,535 1,165 1,050 2,545 432 9,729 △1,143 8,585

(注)１ セグメント利益の調整額△1,143百万円には、内部取引の相殺消去額25百万円、貸倒引当金の調整額△１百万

円、未実現損益の消去額△80百万円、報告セグメントに配分していない全社費用△1,086百万円が含まれており

ます。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費、試験研究費及び探鉱費であります。

２ セグメント利益は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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２ 報告セグメントの変更等に関する事項

会計上の見積りの変更に記載のとおり、連結子会社であるアタカマ・コーザン鉱山特約会社は、採掘可能年数が

延長しましたことから、有形固定資産の耐用年数等について、当中間連結会計期間より将来にわたり変更しており

ます。

当該変更により、従来の方法に比べて、当中間連結会計期間の「金属部門」セグメント利益が586百万円増加して

おります。



（金額単位：百万円）

数量

単位 数量 売上高 比率(%) 数量 売上高 比率(%) 数量 売上高

資源事業

　 鉱石部門 石灰石 千t 11,151 17,160 18.0 11,006 18,202 19.6 △ 144 1,042

砕石 千t 2,126 3,445 3.6 2,052 3,496 3.8 △ 73 50

タンカル 千t 254 1,938 2.0 253 2,039 2.2 △ 1 101

燃料その他 9,141 9.7 9,103 9.7 △ 37

小計 31,686 33.3 32,842 35.3 1,155

　 金属部門 電気銅 t 24,239 35,344 37.1 23,386 33,273 35.7 △ 852 △ 2,071

銅精鉱 t 19,277 8,325 8.7 19,233 9,183 9.9 △ 44 857

その他 10,529 11.0 5,670 6.0 △ 4,859

小計 54,199 56.8 48,126 51.6 △ 6,072

計 85,885 90.1 80,968 86.9 △ 4,916

機械・環境事業 産業機械 2,006 2.1 2,205 2.4 198

環境商品 5,028 5.3 5,589 6.0 560

計 7,035 7.4 7,795 8.4 759

1,435 1.5 3,313 3.6 1,878

再生可能エネルギー事業 千MWh 97 934 1.0 106 997 1.1 8 62

95,291 100.0 93,074 100.0 △ 2,216

海外売上高

品目

石灰石等

電気銅

銅精鉱

産業機械

　  （参考情報）

海外金属・為替市況推移

単位

銅価格 ￠／ｌｂ

為替レート 円／米ドル

8,325 9,183

（単位：百万円）

主な向先 前中間連結会計期間 当中間連結会計期間

台湾、香港、オーストラリア 3,446 3,340

インド、中国、台湾 10,439 9,575

チリ

韓国、中国、インドネシア 113 253

152.63

437.96

146.04

450.00

150.00

前中間連結会計期間 当中間連結会計期間 当連結会計年度（予想）

429.89

合計 22,324 22,353

連　結　売　上　高　明　細　表

３．補足情報

当中間連結会計期間 増減（△）

合計

不動産事業

前中間連結会計期間
セグメント 主要品目
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